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07年 度生物化学 V(細 胞生物学)試 験問題
2008年 2月 6日 (水)10:3● 12:∞、於 :張

な

問題は表と裏にもあります。

問題 1は必須問題で丸

問題 2は選択問題で、その中から3問題を選択し、問題 1と合わせて合計 4間
題を解答しなさい。解答用紙の裏も使用する場合はその旨を記載してください。
ま■解答用紙が複数にわたる場合は、それぞれに名前と回生を記入し、○枚中
〇枚と記入してください。

問題 1(必 須)

のα 遺伝子は、llPF遺伝子の同定のために、分裂酵母を用いて M期 に入ること
ができず G2期 で停止する温度感受性株を分離することで同定された。分離さ
れた のの 遺伝子の温度感受性変異株の中には、高温条件下、Gl期 で停止する
ものがある。当初の G2期 で停止する変具株の のα 遺伝子の変異と、この Gl
期で停止する変異株における のの 遺伝子の変異の違いはどこにあると考えら
れるか。可能性を挙げなさい (複数あれば列挙しなさい)。 次にどのようにす
ればその可能性が検証できるかを記述しなさい。なお、この問題は解答中に用
いる個々の生物学用語の正誤を問うものではありません。倉J造性と記述の論理
性を問うものです。

問題 2(選 択)

以下の問題から3問題を選択し解答しなさい。解答用紙には問題の番号 ((1)
(11))を記入すること。

C〉
タンパク質Xはサイ トゾルで合成されて、 ミトコンドリア内に輸送される。

ミトコンドリアの膜通過には N末 端のシグナルペプチドが必要であり、膜通過
後にこのシグナルペプチ ドは切断される。また、このタンパク質は、膜通過後
にミトコンドリア内の Hsp70に よるフォールディングを受ける。このタンパク

質のシグナルペプチドの切断と Hsp70に よるフォールディングは時間的にどち
らが早いかを調べるためにはどのような実験系を組めばいいか答えなさい。シ



グナルペプチ ドが切断されていないタンパク質と切断されたタンパク質は分子

量が異なり、SDSTAGEに より識別できるものとする。

(2)セルソーターの原理の概略と応用について説明しなさい。

(3)Gl期 の細胞とM期 の細胞を融合させると、Gl期 の核が M期 様の核に変化

した。その理由を説明しなさい。またどのようにすれば 「Gl期 の核がM期 様の

核に変化した」ことが分かるか説明しなさい。

(4)細胞周期調節に於けるユビキチンープロテオソーム系の役割について説明

しなさい。

0細
胞周期関連遺伝子のうち、ガン関連遺伝子と考えられているものについ

て例を挙げ説明しなさい。

(6)核へのタンパク質の輸送について説明しなさい。
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(8)タ ンパク質の無細胞翻訳系(cell free translation systeDの原理の概略

と応用について説明しなさい。

(9)細胞表面のタンパク質の糖鎖の役害1について、例を挙げて説明しなさい。

(10)リセプターを介したタンパク質のエンドサイ トーシスには種々の機構が知

られている。このうち2種 を取りあげ、比較しながら解説しなさい。

(11)コ ンピューターウイルスを生物として定義した場合の考えられる主要な

問題点を2つ挙げるとともに、その理由を示しなさい。
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